
資料で損していませんか？

やってはいけない資料デザイン



ガイドを見るとこんなデザインが作れるようになる
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資料作りの考え方

デザインの基本

やってはいけないデザイン100事例

デザイナーによる実例

4ページ

12ページ

24ページ

125ページ

目次

3



資料作りの考え方
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mind



資料とは

つまり資料とは活用前後で比較した際の変化量が重要だと言えます。
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限られた時間の中で目的達成を促すための
読み手の心・体を動かす情報集合体



資料に求められること

資料を介した情報伝達により、信頼と期待を勝ち取ることが求められるため、相手が必要としない
情報をいくら詰め込んでも、期待に到達することはなく、結果として目的が達成できない。
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価値
情報

期待 ワクワク・ドキドキ感

資料内容の閲覧・説明



資料は必要な情報を集め整理しながら相手に届くよう翻訳し、最終的に心・行動を動かして、求
める結果へ最短でたどり着くために作りますが、過程は同じでも求められる内容が変わり、一括
りに考えると失敗しやすいため、好みで判断しないことが大事だと言えます。

資料作り3つのポイント
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前提を理解する1

2 用途や状況で変わることを理解する

3 一定の規則（ルール）を作る



見てくれない

前提を理解する

いくら一生懸命に資料を作ったとしても、求められているのは「デザイン」ではなく、情報から
得られる価値や期待であるため、どれだけ相手に「伝わる形」で伝えられるか。3つの「ない」
を念頭に置くと、相手の解像度を高めなければ資料を作れないと気づきやすくなります。

読んてくれない 理解してもらえない
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1

3つの「ない」



用途や状況で変わることを理解する
資料の種類 シーン スライド枚数(目安) 情報量(目安) 備考

プレゼン資料 大型スクリーン
PCモニター 10枚程度 少ない 聴衆の前で発表

営業資料 PCモニター
印刷 10～20枚 普通 対面・オンライン

サービス説明 PCモニター
印刷 10～20枚 普通 網羅性

ホワイトペーパー PCモニター 10～50枚 多め 希少性・独自性

調査レポート PCモニター 10～50枚 多め 1次情報・出典

IR・決算 大型スクリーン
PCモニター 10～30枚 多め データ

相手や状況に合わせて用意する。そのため必要な情報量や見せ方も変わり、一概に「資料」と一
括りにして考えられないため、コツはあるものの正解はないと言えます。
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2



一定の規則（ルール）を作る

時間をかけてしまう原因の一つに、資料作りのたびに細かい調整を行ったり、新しい要素を加
えたりして「作る」ことに集中してしまうこと。

細かい余計なことに意識が向いてしまうと、時間がどんどん無くなり、結果として中途半端な
資料が生まれ、結果も出ない。

そのため、作ることは最小限にできるよう、最初から一定レベルの資料が作れるテンプレー
ト・フォーマットを用意しておき、基本は該当のレイアウトに情報を入れ込む形に抑え、アレ
ンジは最小限にしていきましょう。
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「作る」よりも「考える」が先

資料作りの「失敗」の多くは、まず見た目を作り始めてしまうこと。

前提や用途・状況によって、求められる資料は変わるため、誰に・何を・どう届けばいいのか、
順序だてて考える必要があります。

相手が何を求めているのか分からない状態で進めると、進むべき方向性も定まらず、右往左往
して時間ばかりがかかるので、考えることが資料作りではとても大切。
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考える8割：作る2割ぐらいで考えてもらうのがおすすめです。



デザインの基本

12

design



1分割

レイアウト
2分割(縦or横) 4分割(縦or横)3分割(縦or横)

自由度が高すぎるがゆえに、何をどうしたらいいか分からなくなるため、基本の「型」を覚え
ておくと便利です。

情報の配置は、基本的に「四角の枠」を通して考えていき、そこへ情報を当て込む形にします。
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グリッド

資料は「整理整頓」された状態が、もっともキレイに見えるため、基準線に合わせる形で情報
を配置していくのが基本です。
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見出し

本文 画像



グルーピング

似ている情報は近づける 似てない情報は離す

スライド内では、似ている情報は近づけ、似てない情報は離して、物理的な距離（余白）を作
り出すことで、情報のまとまりが分かりやすくなります。
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グルーピングされた情報は、読み手のスムーズな理解を促す効果もあります。



優先度

31 2 31 2
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スライドを複数枚見せていきますが、読み手は瞬間的に大量の情報が渡される状態となるため、
情報過多となって覚えきれません。

そのため、大きさ・色・配置などを活用して情報の優先度を「視覚的」に作り出し、もっとも
重要なポイントごと印象深くなるよう調節していきます。



STEP5STEP1 STEP2 STEP3 STEP4

作成手順

顧客理解
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企画構成 情報収集 情報精査 流し込み

資料作りは「誰」が「何」を求めているのか、突き止めるところから入っていき、問題になる
「デザイン」は最終段階のため、時間配分を考える必要があります。

資料を活用した目的達成に大きく関わるのは、STEP1～STEP4までの工程なので、ここにどれ
だけ集中した時間がとれるか。

それを考えると最後のデザインに時間はかけられないので、テンプレートなどを活用します。



色
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基本は3～4色 色の濃淡でバランスを崩さず増やす

ベースカラー サブカラー
アクセントカラー

ベースカラー サブカラー
アクセントカラー

使う元になる色は3～4色で抑えると、キレイな資料が作りやすくなります。

しかし、デザイン的に色を足したい場合は、元になる色の「濃淡」を調節して加えれば、バラ
ンスを崩さずに色が増やせます。（増やし過ぎは注意）

※ フォントの色は基本「黒」にして統一



スライド枚数

対面
少ない 多い

プレゼン・企画 ホワイトペーパー
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トークで補足できない場合は、情報が少ないと正しく伝わらない、または文脈を理解してもら
えないため、少し情報量は多くなる傾向があります。

非対面

10枚程度 10枚以上

トークによる補足あり 資料だけで完結させる



フォント
大きいスクリーン

小さいスクリーン

読ませる読ませない ゴシック体

ゴシック体
明朝体
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資料の種類・活用シーンによりフォントのサイズも変わるため、基本的には読みやすいよう
14～20ptを意識するのがオススメです。



構成

タイトル 裏表紙CTA現状 課題 期待 現状維持 解決

読み手の自分事化を促進 感情の揺れ幅 クロージング

根拠
データ
施策
メリット

未来
概要
特徴

問合せ
特典
限定
期限

読み手に合わせて必要なスライドを用意していきますが、説明または読了後に動いてもらうため
には、感情の起伏が作れるようなストーリー構成で作るのがおすすめです。
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※ CTA（コールトゥーアクション）とは、電話番号・メールアドレスや最終的な後押しをする文章など



資料作成をラクにする素材 ※ 商用OK・再販NG

それぞれのページから素材・資料がダウンロードできます
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デザインテンプレート100選

資料作成6つの「しない」 アイコン100セット グラデーション100セット パワポのデザインアイデア99選

表紙のテンプレート100選

https://pl.enpreth.jp/content/detail/131/
https://pl.enpreth.jp/content/detail/203/
https://enpreth.jp/service/detail354/
https://pl.enpreth.jp/content/detail/354/
https://pl.enpreth.jp/content/detail/352/
https://enpreth.jp/service/detail352/
https://enpreth.jp/service/detail351/
https://pl.enpreth.jp/content/detail/351/
https://enpreth.jp/service/detail131/
https://enpreth.jp/service/detail59/
https://enpreth.jp/service/detail203/
https://pl.enpreth.jp/content/detail/59/


資料作りのノウハウが学べる記事 ※ その他関連情報が1,000件以上
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デザイン例

オシャレにするコツ

プレゼン資料のコツ 資料タイトルの付け方

作成に時間かかりすぎ問題 資料の制作代行 DLページのデザイン

伝わる資料の作り方

https://enpreth.jp/media/powerpoint-make-sample/
https://enpreth.jp/media/powerpoint-design-stylish/
https://enpreth.jp/media/sales-document-tips/
https://enpreth.jp/media/white-paper-title/
https://enpreth.jp/media/document-make-speed/
https://enpreth.jp/media/white-paper-consignment/
https://enpreth.jp/media/document-download-design/
https://enpreth.jp/media/document-make-tips/
https://enpreth.jp/media/document-make-speed/
https://enpreth.jp/media/white-paper-title/
https://enpreth.jp/media/white-paper-consignment/
https://enpreth.jp/media/sales-document-tips/
https://enpreth.jp/media/powerpoint-make-sample/
https://enpreth.jp/media/document-make-tips/
https://enpreth.jp/media/document-download-design/
https://enpreth.jp/media/powerpoint-design-stylish/


やってはいけない
資料デザイン100事例
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before  after



事例1 情報の混ざり

Before After

「項目」と「詳細」に分けることで
スッキリさせる
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事例2 中途半端な丸み

Before After

角を丸くできる図形は
そのまま使うと中途半端な丸みになるため調節する
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事例3 下線は付けない

Before After

下線を付けて目立たせるのは
見づらさを高めるためやらない
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事例4 背景色に合わせない

Before After

背景色にフォントの色を合わせると見づらいので
調節する
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事例5 質感を入れる場合は注意する

Before After

背景に模様や質感を取り入れると文字が見づらくなる場合もあるため
入れないまたは入れても見やすさを担保させる
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事例6 挿入画像の大きさがバラバラ

Before After

スライドに挿入する画像・イラスト・アイコンなどは
全て同じ大きさに整えた方がキレイ
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事例7 文字の下に背景画像

Before After

背景画像を入れるなら文字が見やすい状態を
担保させる
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事例8 行間が狭い

Before After

文章の上下間が狭すぎる行間は文章の読みづらさを生むため
適度なスペースを空ける
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事例9 全体ではなくフォーカスする

Before After

伝えたい情報を画像で伝える場合は
「全体像」ではなく「重要な部分のみ」にフォーカスさせる
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事例10 情報のバランスが悪い

Before After

1スライドに入れる情報が少なすぎるとバランスが悪くなるため
整えてあげる
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事例11 数字は右寄せ

Before After

数字は単位が分かりやすくなるよう
右寄せにする
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事例12 表は「言葉」よりも「記号」

Before After

記号にすることで読み手が一瞬で
情報を理解できる
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事例13 「行」は適度な数に抑える

Before After

「行」の数を減らして見やすさを担保
※ サービス説明書など詳細を伝える場合は多く見せる場合もあり
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事例14 全体に同色は入れない

Before After

表全体に色を入れると見づらくなるため
部分的に色を差し込む方が見やすい
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事例15 表内の情報を減らす

Before After

色や線を限りなく減らすことで
読み取りやすくなる
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事例16 大事な部分のみに色付け

Before After

表の中でも特に注目させたい部分のみに
色を付けて目立たせる
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事例17 表内の余白を均等にする

Before After

余白が空きすぎの場合は
均等になるよう調節する
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事例18 先頭を揃える

Before After

文章の長さが違う「中央揃え」はキレイに見えないので
左寄せにする
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事例19 大事な部分のみに色付け

Before After

データとして特に重要な部分のみ色を変えることで
違いがハッキリと見せられる
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事例20 あえてまとめる

Before After

期間が長い場合は区切りがいいタイミングでまとめる
※ 右肩の綺麗なグラフになるならそのままでもOK
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事例21 グラフの情報量を減らす

Before After

余計な線・メモリなどがあると読み取りづらいので
最低限の情報のみに絞る
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事例22 多い順で並べ替える

Before After

凸凹しているより情報の多い順で並べ直すと
キレイなグラフになる

46



事例23 背景に楕円は入れない

Before After

目立たせたくても楕円は使いづらいので
入れない

47



事例24 楕円の図形は使わない

Before After

楕円の図形はパワーポイントでは余白が均等にならず
デザイン性が落ちるため使わない
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事例25 大きさと位置を揃える

Before After

情報量が違くても入れる枠は揃えることで
キレイに見える
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事例26 文章量を揃える

Before After

説明文章にバラツキがあるとレイアウトが整わないので
調節して文章量を同じにする
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事例27 図形内に余計な空白を入れない

Before After

図形内にムダな空白が見えてしまうとデザイン性が落ちるため
空白を均等にする
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事例28 吹き出しは避ける

Before After

図形にある「吹き出し」は調整しづらくデザイン性を落とすため
無理に入れず違う形で解説できるようにする
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事例29 吹き出しの色は抑える

Before After

目立たせるために赤・黄色などは使わず
できるだけシンプルな白地がオススメ
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事例30 背景色になじませる

Before After

画像をどこからか切り取ったような形で貼り付けるのではなく
背景色になじませる
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事例31 文章は適切な長さで切る

Before After

文章を全て繋げると読みづらいため
適切な長さで区切って分割させる
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事例32 情報量は適度にする

Before After

情報を詰め込み過ぎると文章が小さくなったり
読むために必要な余白が消えてしまうため情報量は絞り込む
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事例33 明朝体は避ける

Before After

通常の説明文章であればゴシック体でまとめる
※ プレゼンや一文字ずつ大きく出せる場合は明朝体でも読めるため資料を活用するシーンによる
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事例34 フォントは混ぜない

Before After

ゴシック体・明朝体・ポップ体など複数混ぜると読みづらいため
ゴシック体で統一する
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事例35 重要なポイントのみ色を付ける

Before After

重要な部分が多すぎると
読み手へ本当に伝えたいことが伝わらなくなる
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事例36 箇条書きが多すぎ

Before After

多すぎる箇条書きは読みづらいので
絞り込む
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事例37 箇条書きの一文が長すぎ

Before After

箇条書きでは端的に情報を伝えたいので
絞り込んで文章を短くする
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事例38 箇条書きに句読点が入る

Before After

箇条書きは説明文章とは扱いが違うので
情報を絞り込むためにも句読点は付けない
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事例39 文頭のカギカッコに注意

Before After

文頭にカギカッコを入れると余白があいてしまい
文章の読む位置がズレるため調整する

63



事例40 単語の区切りで改行させない

Before After

重要な言葉ほど途中で改行させず見せられると
伝わりやすい
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事例41 句読点の余白を調節する

Before After

通常の文章ならいいですがサイズを大きくした大事な文章であるなら
句読点による空きすぎた余白は詰めておきます

65



事例42 句読点を入れた場合の中央寄せは調節する

Before After

句読点を入れるとキレイな中央揃えができないため
調節が必要
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事例43 数字の単位は小さくする

Before After

数字より単位が目立ってしまうため
単位は小さくしてあげる
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事例44 数字は英数字フォントを使う

Before After

日本語フォントよりも英数字フォントの方が
数字がキレイなので部分的にフォントを変える（例：Arial）

数字は游ゴシック 数字はArial
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事例45 図解スライドは文章を絞り込む

Before After

補足の文章情報を入れなくても済むような
図解を作る



事例46 難しい言葉は使わない

Before After

読み手が理解できる表現に翻訳して
文章を入れる
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事例47 テイストは揃える

Before After

画像・イラスト・アイコンを使う場合は
テイストを揃えるとキレイに見える
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事例48 情報のグルーピング

Before After

「文章」情報と「画像」情報が近すぎるため
それぞれ情報ごと分けられるよう余白を入れます
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事例49 使う図形は統一する

Before After

スライド内で使う図形の形は
どれか一つに統一することでキレイに見えます
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事例50 使う色はブランドカラーを基調にする

Before After

どんな色を使ってもいいわけではなく
ブランドに合わせて色を選択します
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事例51 彩度を落とす

Before After

発色のいい色は目立ちますが強すぎるため
彩度を落として使う
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事例52 図形内には十分な空白を担保させる

Before After

図形内の空白は四隅で均等にすると
キレイに見えます
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事例53 「・(中黒)」には太文字を付けない

Before After

「・」中黒も太文字化すると主張が強すぎるため
太文字を外してあげる（通常の文章では不要）
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事例54 人物写真は引きで使う

Before After

ドアップの写真だと顔の圧が強すぎるため
少し引いた状態の写真を使いましょう
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事例55 ギザギザ図形は絶対使わない

Before After

用意されている爆発系のギザギザ図形は扱いが難しいため
使わないようにしましょう
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事例56 図形内の情報量は揃える

Before After

図形内に入れる情報量に差があるとデザイン性が落ちるので
揃えてキレイにしましょう

80



事例57 グラデーションの強弱

Before After

強すぎるグラデーションは古臭さを感じさせるため
優しい色合いを表現
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事例58 文章ではなく端的に伝える

Before After

時系列や順序など「流れ」が存在する場合は
情報を分解して項目ごと端的に表現した方が分かりやすい
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事例59 たくさんの文章より画像一つ

Before After

文章による説明が長くなりそうな時は
画像など一つで表現
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事例60 リンクを付ける

Before After

何かしらの遷移先情報があるなら
読者がすぐ飛べるようリンクを付けておきます
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事例61 説明に合う画像を入れる

Before After

説明に合う画像を入れることで
相乗効果が生まれ理解されやすい
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事例62 むやみに画像を潰さない

Before After

画像を見せることで理解が深まる場合は
見てもらえる状態にする
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事例63 揃える

Before After

基準点を作りその位置から揃えると
キレイに見える
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事例64 強すぎる画像は使わない

Before After

画像の発色などが強すぎると内容が目に入ってこないため
落ち着いた画像を選ぶ

88



事例65 グラフは立体にしない

Before After

パワーポイントではグラフに効果を付けられますが
シンプルにフラットなグラフを使う

89



事例66 箇条書きよりも一つずつ表示

Before After

箇条書きのレイアウトだと見た目が気になる場合は
一つ一つを見せる形へ変更
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事例67 文字のジャンプ率

Before After

フォントを一定の大きさにせず
「大」と「小」を混ぜることでより目立つ
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事例68 文字装飾は控えるのが無難

Before After

デザインセンスが問われるため
文字の装飾はできるだけしない方向がおすすめです
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事例69 レインボーにはしない

Before After

文字にグラデーションを付ける場合は多色ではなく
せめて2色のグラデーションにする
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事例70 文字は立体にしない

Before After

立体文字は見づらさを生むため
平面がおすすめ
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事例71 枠の中に枠を入れない

Before After

枠の中に枠を入れると
「線」という情報量が増えてしまうため付けない
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事例72 図解ではなくあえて文章で説明

Before After

図解にすると抜け漏れが発生したり
正しくない文脈で受け取られてしまうため文章解説がいい場合もある

96



事例73 文字間の調整

Before After

通常のままでは文字間隔が開きすぎてしまう場合もあるため調節して詰めておく
※ キャッチコピーなど大き目の文字なら調節して通常の文章であればそのままでもOKです
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事例74 背景はスライドマスターへ設定

Before After

特定のレイアウトを使う場合はスライドごとに背景を入れるのではなく
スライドマスターにセットしてそれを使うようにする
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事例75 メリハリを付ける

Before After

スライド内で情報の優先度や視線誘導のため
メリハリを付ける
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事例76 漢字は適度に区切る

Before After

漢字を繋げすぎると読みづらいため
適度に区切って「ひらがな」や「カタカナ」を入れる

100



事例77 画像の上に文字はかぶせない

Before After

画像の上に文字をかぶせる場合は
それに適したテクニックが必要なので通常の資料では行わない

101



事例78 同じことを何度も言わない

Before After

伝えたいことが「特定」情報だけであればいいですが
同じことを何度も書かないようにする

102



事例79 線ズレを調節する

Before After

線を使うとズレたまま気づかないこともあるため
しっかりとズレがないか確認しておく
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事例80 見出しと本文の揃え方は統一する

Before After

見出しが左寄せなら本文も左寄せにした方がキレイ
※サブタイトルなど通常の文章でなければ揃え方が違ってもいい場合あり

104



事例81 余白を何かで埋めようとしない

Before After

情報を入れてみると余白が空いてしまうことがあるものの
無理に何かで埋めようとしない
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事例82 意図の分からない余白がある

Before After

なぜ余白があるのか意図が分からないような
スペースの使い方はしない
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事例83 情報のグルーピングが甘い

Before After

上記例で言えば「ポイント1」と「ポイント2」が別のグループになるので
物理的に距離を離してあげる
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事例84 複雑にしない

Before After

図解にする場合は
シンプルに見せる
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事例85 矢印の先を整える

Before After

図形として「矢印」を使うと大きさ調整の際に形が変わってしまうため
キレイな矢印の形へ整えておく

109



事例86 線と塗りはどちらかにする

Before After

図形に対して「線」も「塗」も使うと情報量が増えるため片方にする
※デザイン的にバランスが取れるのであれば両方でも大丈夫
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事例87 自信がなければ縦書きは使わない

Before After

資料の基本は
横書きを選ぶと安心
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事例88 モニターサイズに合わない比率

Before After

読み手のモニターまたは投影するスクリーンのサイズに合わない比率で作ると
映した際に意図しないデザインになるため読み手の閲覧環境に合わせる

112



事例89 無理に英語を入れない

Before After

海外デザインのような英語を大胆に使っている資料は
フォントによって大きく雰囲気が変わるため国内用であれば補足としての使い方がおすすめです
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事例90 PDFのタイトルを入れる

Before After

パソコンのモニターでPDFを開いた場合はタイトルが出てくるので
資料作りがうまい人は「タイトル」もしっかりと入れています

114



事例91 アニメーションは使わない

Before After

アニメーションを使うと手間が増えて
別の方も調整しづらいので避けておきましょう

115



事例92 記号の使い方に注意する

Before After

キーボードによる文字入力ではいくつか記号を入れられますが
使い方を間違えるとデザイン性を損なうので付かないのが無難です
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事例93 図形内の文字配置を整える

Before After

行間の設定によって図形内の文章が意図せずズレる場合もあるため
調整しておきましょう
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事例94 文章に対する上下左右の余白

Before After

文章の周りの余白は均一に保つことで
キレイに見えます
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事例95 情報はなるべく最新へ更新

Before After

資料内で使うデータ各種は
更新できるなら更新して最新を保っておくのがおすすめです（せめて半年内）
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事例96 出典を明記する

Before After

どこかの情報を元にしている場合は
必ず「出典」「引用」として情報元を出しておく
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事例97 文字の寄せ方が混ざっている

Before After

文字の寄せ方を混ぜずに
左寄せなど統一するとキレイに見える
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事例98 読み手が自分事になる情報を加える

Before After

もし資料をお渡しする相手が特定の方であるなら
相手が自分事になるような情報を入れ込んでおく（例：お名前など）

122



事例99 デザインの意味付けがごちゃまぜ

Before After

方向性を示すには「矢印」など特定の意味付けを行いながらデザインしますが
関係なしに好き勝手に図形を使うとデザインルールが崩壊するため気を付けましょう
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事例100 色の面が多いと印象が強すぎる

Before After

色の面積が多ければ多いほど圧が強くなるので
色を変えたり面積を減らしたりして工夫します

124



デザイナーによる
資料デザインの実例
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case



資料の種類
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会社紹介 営業・プレゼン資料 調査レポート ホワイトペーパー

セミナー・ウェビナー用資料 展示会用資料 製品・サービス資料 その他



CASE01 デザイン調整のみ
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資料の調整・作成のご相談こちら >

Before After

CASE

サービス説明資料 / 13枚 / デザイン調整のみ
5,000調整のみ 円～/1枚

※ ご依頼は8万円～

https://enpreth.jp/slide-consignment/


Create

CASE02 新規作成
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CASE

会社紹介 / 33枚 / 企画 / 構成 / ライティング / デザイン / 図解 / 写真 / アイコン 150,000新規作成 円～

資料の調整・作成のご相談こちら >

https://enpreth.jp/slide-consignment/


Create

CASE03 新規作成
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CASE

ホワイトペーパー / 16枚  / 企画 / 構成 / ライティング / デザイン / 図解 / 写真 / イラスト 300,000新規作成 円～

資料の調整・作成のご相談こちら >

https://enpreth.jp/slide-consignment/


130

参考

企画構成

デザイン

ライティング

オプション

参考費用

-

調整のみ

-

-

8万円～

〇-

フォーマットに沿って作成

ご支給頂きます

写真・図解・イラスト・アイコン

20万円～

〇

〇

〇

写真・図解・イラスト・アイコン

30万円～

〇

〇

〇

写真・図解・イラスト・アイコン
マーケティング支援

60万円～

状況に合う資料サービス

項目 デザイン調整のみ 新規作成
（フォーマット）

新規作成
（オリジナル）

新規作成
（オリジナル）

資料の調整・作成のご相談こちら >

https://enpreth.jp/slide-consignment/
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あらゆる資料活動をご支援
資料調整・作成 ダウンロード支援 資料掲載による認知・リード獲得

事前調査 集客用記事の作成 弊社保有の資料掲載サイトへ無料掲載

企画構成 ランディングページの作成 認知度向上

デザイン調整・新規 ダウンロードページの作成 リード獲得

ライティング調整・新規 マーケティングコンサル

キャスティング

インタビュー・撮影

フォーマット化

必要な部分だけを組み合わせて、
お客様に”合う”ご提案が可能な体制を
整えております。



商号     

所在地     

代表者      

設立        

事業内容              

お問い合わせ

資本金      

従業員数    

認証・資格     

   

顧問税理士  

主要取引銀行

グループ会社        

 

株式会社ファングリー（英文：FUNGRY ,inc.）

〒150-0036 東京都渋谷区南平台町15-13 帝都渋谷ビル5F

代表取締役 松岡 雄司

2020年10月1日（親会社からクリエイティブ事業部をスピンオフ）

コンテンツマーケティング事業・ブランドクリエイティブ事業・プラットフォーム事業

TEL：03-5457-3938（代表） FAX ：03-6455-3111

25,000,000円（資本準備金を含む）

36名（2023年5月1日現在）

ISO／IEC27001 情報セキュリティマネジメントシステム

電気通信事業 届出番号 A-03-18653

税理士法人 虎ノ門共同会計事務所

三菱UFJ銀行 三井住友銀行

ブランディングテクノロジー株式会社 株式会社アザナ VIETRY CO., LTD.

www.fungry.co.jp

Confidential
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エンプレスの運営会社

https://fungry.co.jp/
https://www.branding-t.co.jp/
https://azana.co.jp/
https://vietry.com.vn/
https://fungry.co.jp/
http://www.fungry.co.jp/
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